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星辰とは、変わるこ
とのないもの、理想

　

人
口
減
少
（
日
本
で
は
毎
年
約
70
万
人
／

年
減
少
）
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
消
費
が

大
き
く
冷
え
込
み
、
全
国
的
に
米
価
が
約

１
５
０
０
０
円
／
60
㎏
か
ら
約
１
３
０
０
０

円
／
60
㎏
に
下
落
し
て
い
る
。
特
Ａ
比
率
が

高
く
、
「
日
本
一
お
い
し
い
米
」
を
誇
る
長

野
米
は
全
農
長
野
等
の
功
績
で
下
げ
止
ま
っ

て
い
る
が
、
コ
メ
が
農
業
生
産
額
の
70
％
を

越
え
る
当
地
域
の
農
家
に
は
深
刻
で
あ
る
。

　

県
試
算
で
は
、
10 

ha
農
家
の
米
の
年
間
収

入
は
１
５
０
０
０
円
／
60
㎏
で
３
５
０
万
円
。

１
３
０
０
０
円
／
60
㎏
に
な
る
と
１
４
０
万

円
に
減
少
し
て
、「
今
こ
そ
な
ん
と
か
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
」
令
和
三
年
三
月
、
水

田
農
業
の
未
来
を
考
え
る
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

大
町
市
牛
越
市
長
は
「
新
た
な
農
業
戦
略

を
」
池
田
町
甕
町
長
は
「
ワ
イ
ン
等
の
特
産

品
を
強
化
」
松
川
村
平
林
村
長
は
「
特
産
の

コ
メ
の
魅
力
を
高
め
、
酒
米
を
村
の
主
生
産

物
と
し
て
米
農
家
支
援
を
」
白
馬
村
下
川
村

長
は
「
地
域
内
流
通
の
推
進
を
」
小
谷
村
中

村
村
長
は
「
伝
統
ニ
ン
ニ
ク
等
特
産
品
の
普

及
を
」
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
。

　

総
括
で
宮
澤
敏
文
県
議
（
協
議
会
長
）
は

「
米
価
は
厳
し
く
、
今
の
ま
ま
で
は
農
家
は

や
っ
て
い
け
な
い
。
高
付
加
価
値
農
産
物
の

栽
培
を
地
域
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
農
家
収

入
を
拡
大
し
、
生
産
者
と
農
業
を
守
ろ
う
」

と
表
明
し
た
。

　

農
業
は
原
則
一
年
一
作
で
あ
る
。
北
ア
ル

プ
ス
山
麓
地
域
の
課
題
の
米
＋
高
付
加
価
値

農
産
品
の
開
発
を
、
市
町
村
担
当
者
、
Ｊ
Ａ

大
北
、
流
通
を
担
当
す
る
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
か

ら
な
る
「
米
＋
高
価
値
作
物
の
栽
培
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
会
長
宮
澤
県
議
）」
を
大
北

農
業
振
興
協
議
会
（
事
務
局
北
ア
ル
プ
ス
振

興
局
農
政
課
）
の
中
に
設
置
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
コ
メ
消
費
が
低
迷
し
売
価
が

低
迷
す
る
中
、
不
退
転
の
取
り
組
み
が
続
く
。

　「米＋新農産物プロジェクト」は 6 月

から先進地等研究に入った。「白ネギは

連作障害にはどうか」「水田は水を保つ

基盤、野菜は水はけが大事。土地改良事

業で計画的に進めなくては」「機械化・

スマート化しなければ、実際に取り組む

人がいない」やりとりが続く。全員真剣

である。（塩尻市長野県野菜・花卉試験場）

新型コロナを乗り越えて新型コロナを乗り越えて新型コロナを乗り越えて

　米＋新作物で宮澤県議の提案で始まった

北小谷の荒廃棚田を再開発しての「クレソ

ン栽培」。大北農業振興協議会が支え、杏

平地区の小池さんの尽力で見事な圃場と

なった。白馬村のホテルや築地市場へ出荷

されて好評である。

活
力
の
源
　
農
産
物
づ
く
り
が
大
事
　
新
た
な
挑
戦

クレソンいきいき

県野菜・花卉試験所で

新たな農産物導入の研究

　

宮
澤
敏
文
県
議
は
埼
玉
医
療
大

名
誉
教
授
の
和
合
晴
久
さ
ん
の
提

言
を
受
け
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
切

り
札
の
ニ
ン
ニ
ク
を
自
ら
八
年
間

有
機
農
業
で
40
ａ
栽
培
し
、
普
及

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
ニ
ン
ニ
ク
組

合
（
矢
口
清
隆
組
合
長
）
を
中
心
に

飯
山
市
の
農
業
法
人
と
連
携
し
、

「
熟
成
黒
ニ
ン
ニ
ク
」
の
商
品
化

に
成
功
し
た
。

　

伝
統
種
を
守
り
続
け
る
小
谷
村

で
も
黒
ニ
ン
ニ
ク
の
商
品
化
が
今

年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
新
し

い
取
り
組
み
が
産
声
を
上
げ
た
。

ガンに敗けない免疫力を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

　
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
は
「
自
然
と
共
生
し
た
農
業
、

観
光
の
振
興
」
で
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン
ド
創
設
な
ど
40
年
間
、
当

地
域
の
農
業
振
興
を
す
す
め
る
大
北
地
域
農
業
振
興
協
議
会
が
、
酒
米
の
30
％

減
反
な
ど
厳
し
い
コ
メ
を
中
心
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
・
安
曇
野
の
生
産
者

と
農
業
を
守
り
、
振
興
す
る
本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

実
績
１

実
績
２
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　県議会山岳環境保全議員連盟（会

長宮澤敏文）は新型コロナの影響で

厳しい経営下にある山小屋の皆さん

を救済しようと、登山道を始め山岳

環境維持に貢献する長野県独自の支

援対策必要性と山小屋の公益的機能

の認知と国への財政的支援を要請し

た。　　　（六月県議会　知事へ）

新型コロナに苦しむ
山小屋を守らねば

　

荒
れ
川
高
瀬
川
の
氾
濫
対
策
は
池
田
町
・
松
川
村
の
願
い
で

あ
る
。
毎
年
の
よ
う
に
、
堤
防
や
マ
レ
ッ
ト
場
が
被
災
に
あ
っ

て
い
る
。
昨
年
宮
澤
県
議
の
提
案
で
、
高
瀬
川
堤
防
の
強
度
調

査
が
さ
れ
た
。
調
査
結
果
で
は
も
ろ
く
弱
い
堤
防
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
薄
く
な
っ
た
堤
防
に
30
ｍ
の
補
助
堤
が

築
か
れ
厚
く
し
、
河
川
内
の
樹
木
を
取
り
除
き
、
川
の
流
れ
を

真
中
に
導
く
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
令
和
四
年
は
北
ア
ル

プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
上
流
部
の
工
事
が
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院
付
近
の
高
瀬
川
整

備
状
況
を
、
県
建
設
事
務
所
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
宮
澤
県
議

千曲川の災害を教訓に河川を整備する

池
田
町
・
松
川
村
住
民
の
願
い

高
瀬
川
の
安
全
、
減
災
へ
整
備
を
急
ぐ

　

観
光
地
白
馬
村
・
小
谷
村
は
自
然
を

な
に
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
。
樹
林

が
繁
り
、
け
も
の
の
巣
に
も
な
っ
て
い

る
河
川
の
整
備
を
精
力
的
に
行
う
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
「
川
が
帰
っ
て
き
た
」

と
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し
を
受
け
る
。

　

白
馬
村
47
ス
キ
ー
場
か
ら
深
空
・
わ

ら
び
平
の
姫
川
の
整
備
と
次
期
河
川
計

画
に
つ
い
て
県
・
村
関
係
者
と
宮
澤
県

議
が
現
地
調
査
す
る
。

小谷村住民の願い完成間近

国道148号雨中
第一トンネル貫通

　新型コロナで医療機関は大変な状況下にある。

一時は大幅な赤字を覚悟した。厚生連関係者は

全員精一杯の努力をしたが、長野県農協議員懇

話会（会長宮澤県議）を先頭に行政に大変なご

尽力を頂き、なんとかいい状況で令和 2 年末

を終了できた。心から感謝したい。

　 （令和 3 年 6 月 17 日　農協議員懇話会）

　

「
騒
音
や
振
動
で
寝
れ
な
い
」

住
民
生
活
を
苦
し
め
、
多
く
の
犠

牲
者
を
生
ん
だ
国
道
一
四
八
号
の

小
谷
村
雨
中
・
月
岡
地
区
。
昨
年

の
雨
中
第
二
ト
ン
ネ
ル
貫
通
に
続

き
、
三
三
九
ｍ
の
雨
中
第
一
ト
ン

ネ
ル
が
難
工
事
の
末
、
六
月
十
二

日
貫
通
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
と
固
い
握
手
を
し

た
宮
澤
県
議
は
「
一
つ
づ
つ
課
題

を
実
現
し
て
、
皆
で
喜
べ
る
こ
と

は
、な
に
よ
り
嬉
し
い
」
と
語
っ
た
。

（
田
下
県
建
設
部
長
・
宮
澤
県
議
・

中
村
小
谷
村
長
・
企
業
体
責
任
者
）

JA厚生連社浦理事長の熱弁

新型コロナに取り組む医療関係者に、

心から感謝とねぎらいを申し上げます。


